
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆住民参加型福祉サービス・生活支援サービス☆ 

人生１ ００年時代といわれている今、ずっと健康でいられることが理想ですが、病気

や怪我などから、高齢期は、日常生活を送る中でちょっとした困りごとが増えてくるので

はないでしょうか。 

 昔は「お互いさま｣と近隣で助け合いができていた

ようですが、昔ほど人間関係が密ではない今の時代

に合わせ、お互いさまの気持ちを会員制にしたり、

謝礼にしたりと、お願いするほうも気兼ねなく 

助け合えるようなしくみがつくられています。 

“空いている時間で”“できる範囲で”を 

モットーに、この街で、この地域でいろいろな人と

つながって支え合う、自身の元気づくりの取り組み

に参加しませんか。  

第２号 2019.８    

生活支援コーディネーターニュース 
～誰もがつながりあって、安心して暮らせるまち上尾～ 
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〒362-0011 上尾市平塚７２４番地 

TEL ０４８-７７３－７１５５   

こんにちは。生活支援コーディネーターです。 

みなさんは、住民参加型福祉サービスや生活支援サービ

スという言葉を聞いたことはありますか。 

地域では、住民同士でちょっとした困りごとをお手伝い

するような助け合いの仕組みづくりが始まっています。 

今回は、助け合いとはどんなものなのかをご紹介します。 

“自分らしい生活を支えるお手伝い”生活支援サービス（住民参加型サービスなどの有償活動）の 

担い手を育成するための講座を開催します。 

日時及び内容 

第１日目 令和元年１０月１０日（木）13：30～15：30 

      「助け合いの地域づくりにむけて」 講師 公益財団法人 さわやか福祉財団 岡野 貴代氏 

第２日目 令和元年１０月１１日（金）13：30～15：30   

     「生活支援サービスの実際」    講師 公益財団法人 上尾市シルバー人材センター 

     ＊講座終了後、生活支援サービス団体による相談会を予定 

場 所 文化センター 301 集会室 

参加費 無料      

定 員 ４０名（応募者多数の場合は抽選となります） 

対 象 生活支援サービスや有償の地域活動に関心のある方 

申 込 お電話で上尾市社会福祉協議会（048-773-7155 月～金）へ、または、上尾市社会福祉協議会ＨＰ 

より入力フォームでお申し込みください。 

 

日  時 令和元年１０月 6 日(日) 8：30～15：00 

     ＊順延の場合 10 月 13 日（日） 

活動内容 つくし学園の運動会です。 

用具だしや会場設営など、がんばる子どもたちの運動会の準備、お手伝いをお願いします。      

活動場所 つくし学園 上尾市藤波 1-209-1 

問合わせ つくし学園 担当 野本・福島 ℡048-786-4493 

～高齢者・障害者の施設や保育園で、地域を支える仕事をしてみませんか？～ 

北本市および近隣の福祉施設が集まる就職相談会を開催します。 

無資格・未経験で働ける職場もありますので、是非この機会にご参加ください。 

日 時  令和元年９月２５日 水曜日 12：00～15：00 

場 所  北本市役所 １階 ホールＡＢＣ 

時 間  11：30～     開場・受付 

  12：00～13：00 就職支援セミナー（福祉現場の職員による体験談、施設見学の｢３つのキモ｣） 

       13：00～15：00 就職相談会 （職場の雰囲気や仕事内容の説明を聞きことができます） 

参加費  無料＊事前申込された方には、素敵なプレゼント！！（申込みがなくてもご参加いただけます 

問合せ  社会福祉法人 埼玉県社会福祉協議会 福祉人材センター  

☎048－833－8033（月曜日～金曜日 10：00～17：00 祝祭日を除く） 

お問合せ 上尾市社会福祉協議会 地域福祉課 
〒362-0011上尾市平塚７２４ TEL０４８－７７３－７１５５ 

 



☆団体で行われている多種多様な生活支援サービス☆   

団体で行われている生活支援の内容は、掃除や調理といった家事を中心としたものか

ら、病院への付き添い（身体介護が必要な場合を除く）や庭木の消毒など、得意とし

ている分野は様々です。 

自分たちができることを持ち寄り、制度などに縛られずに活動できるのも、住民同士

での助け合いならではのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆住民主体の生活支援サービスの弱点は・・・☆ 

生活支援サービスの主催団体は、支部社協や自治会など、多くが地縁組織を主体

としています。そのため、地域外での支援についてはできないとする団体もあります。活

動範囲を決めていない団体でも、活動者の多くは高齢な方のため、遠くまでは行けない

場合もあります。 

また、上尾市社会福祉協議会で行っている「あげお在宅福祉サービス」は、活動者

そのものが少なく、相談があっても人の調整ができない現状があります。 

制度ではないため、確約ができないということが今の弱点とも言えると思います。 

多くの人に理解いただき、協力者が増えることや、今後、たくさんの地域へ広がるこ

とを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆自分らしい暮らしを支える生活支援サービス☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分らしい暮らしは人それぞれ。生活支援サービスは“自分らしく生きたい”という

気持ちを支援することでもあるのではないでしょうか。 

 

第２層の生活支援コーディネーターは、そ

の地域ごとに助け合いをしていこうという団
体の応援をしています。 

例えば、生活支援サービスを始めたいとい

う団体の立ち上げに関する支援や、第１層生
活支援コーディネーターが行う人材育成の講

座を終了された方と地域をつなぐことなどを
行います。 

 

 

 

 

 

 


